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EF サドル・給水用ポリエチレン管からの水圧試験について 
 

小田原市水道局における給水装置の水圧試験は、分水 EF サドル(止水機能付き)+片袖 PE ステン
レス製フレキシブル管の接続部分において、施工時に水圧試験いたします。サドルの製造メーカーにより
試験方法が異なりますので、ご確認をお願い致します。 
 
＜給水管試験方法 ― 小田原市様ご承認の試験方法 ―＞ 

(1) サドル穿孔済みの場合、止水栓、もしくは止水プラグで止水する。 
(2) 給水管に水張りをし、ポンプで事所定の圧⼒まで昇圧する。(0.75Mpa 以上 1.75MPa 以下) 

※エア抜きを十分に⾏う  ※所定圧⼒とは、事業体の推奨する水圧試験値に従う 
(3) 継手部、バルブ、その他にて漏水の無いことを目視にて確認する。 
(4) (2)から 2 分後、再度所定の圧⼒まで昇圧する。(0.75Mpa 以上 1.75MPa 以下) 
(5) (4)から 2 分後、再度所定の圧⼒まで昇圧する。(0.75Mpa 以上 1.75MPa 以下) 
(6) (5)から 2 分後、再度所定の圧⼒まで昇圧し、すぐに 0.5MPa まで圧⼒を下げる 
(7) 圧⼒ケージにて 5 分間、顕著な水圧の低下が⾒られないことを確認する。 

 

※0.45MPa 以上目安 



＜試験例＞ 
 
 

 
 
 
 

※ 2020 年 4 ⽉以降の「サドルかんたんクランプ」は冷却終了(5 分)後も外す必要はありません 

 
＜記録＞ 
  別紙の水圧試験チェックシートに必要事項を記入し、試験監督員に提出するものとする 

 
以 上 

融着終了後 5 分(冷却クランプ時間) 

+30 分(水圧試験開始可能時間)待ち 

融着終了後 5 分(冷却クランプ時間) 

+15 分(水圧試験開始可能時間)待ち 

SUS 伸縮可とう継手 25 用 

水圧試験治具アダプター 
工事店様ご用意の 

水圧試験装置 


